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１ 東広島市環境基本計画の位置付け 

 

本市では、平成24(2012)年３月に、環境の保全及び創出に関する施策の総合的かつ計画

的な推進を図るため、環境の保全及び創出に関する基本的な方針を示すマスタープランとし

て、東広島市環境基本計画（以下、第１次東広島市環境基本計画）を策定し、10年間、各種

環境施策を実施してきました。 

 第１次東広島市環境基本計画の計画期間が満了したことに伴い、令和４年度より１０年間

を計画期間とした第２次東広島市環境基本計画を策定しました。この計画は、持続可能な社会

の実現に向け、持続可能な開発目標（SDGｓ）の考え方を取り入れ、脱炭素社会の形成や、

AI/IoT等デジタル技術の発達など、近年の社会的動向を踏まえたものとなっています。そして、

本市の目指すべき環境像（2050年の望ましい環境像）を提示し、将来像の実現に向けて市・

市民・事業者がそれぞれの取組みを進めることとしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔 国  〕 環境基本法 環境基本計画 

広島県環境基本条例 広島県環境基本計画 〔広 島 県〕 

〔東広島市〕 

東広島市環境基本条例 東広島市環境基本計画 
 

第１次計画 平成24-令和3年度 

第２次計画 令和4-令和13年度 

 

環境関連実行計画 
環境の保全・活用・創出を 

目的とする計画 

・東広島市地球温暖化対策実行計画 
 （区域施策編） 
・一般廃棄物処理基本計画 など 

第５次総合計画 

環境面での 

計画の実現 
計画の実現 

関連計画 
環境の保全・活用・創出 

に関する事項と関連する計画 

・東広島市都市計画マスタープラン 
 など 

連携 

基本理念を実現 
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２ 進行管理の手順 

 

本計画の期間は、令和 4 年度から 10 年間としており、令和１3 年度を目標年度とし

て、毎年度本計画の進行管理を実施することとしています。 

東広島市経営戦略会議、エコネットひがしひろしま、東広島市環境先進都市推進会議は、

それぞれの取り組み状況について進行管理を行います（表中①）。 

点検・自己評価結果を、東広島市環境審議会に報告し、学術的視点や各委員の専門分野

の視点から、計画の進捗状況や成果に対して評価を受けることとしています（表中②）。 

点検・評価結果と環境審議会からの低減を年次報告書「東広島市の環境」としてとりま

とめ、ホームページなどを通じて広く公表し（表中③）、年次報告書に対する意見を市民

や事業者から受け付けます（表中④）。 

 

【環境基本計画より抜粋】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３ 点検・自己評価の方法 

環境基本計画では、各主体の取組みが正しい方向に向かっているかを判断する材料とし

て、指標を設定しており、それらの数値的推移と達成状況について評価を行いました。 

市の取組みについては、関係課へ取組み実績を照会し、情報収集を行いました。 

 具体的な活動指標がある項目については、実績と担当課による自己評価（４段階）や課題

の整理を行っています。 

また、具体的な目標設定はないが、計画の趣旨に沿った取組みがある場合は関係課にお

いて実績の報告や課題の整理を行っています。 
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４ 点検と自己評価の報告 

   

  環境基本計画に掲げる「望ましい環境像」ごとに各主体共通の目標を設定し、自己評価

を行いました。 

 
 
 
 
 
 
 
 

自己評価は各担当課により行っています。 

    A 予定通り実施できた 

    B 概ね予定通り実施できた 

    C 予定通りには実施できなかった 

    D ほとんど実施できなかった 

 

  結果を取組みの別添の進捗管理表に整理し、体系ごとにまとめました。 

I  豊かな自然環境と共生した快適に暮らせるまち 

II 身近な取り組みから地球環境保全に貢献するまち 

III 環境を守り・伝える心と活動を育むまち 
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望ましい環境像１ 豊かな自然と共生した快適に暮らせるまち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 活動指標数 A B C D 

１－１－（１） 3 2 1   

１－１－（２） 1  1   

１－１－（３） 3  2 1  

１－２－（１） 1  1   

１－２－（２） 0 — — — — 

１－３－（１） 2  1 1  

１－３－（２） 0 — — — — 

１－４－（１） 2 1 1   

１－４－（２） 1 1    

森林・農地・海の持続的な活用を目指します。また、本

市が有する多様な自然環境と安全にふれあえる場づく

りを目指します。そして、そこに多くの生物が生息して

いることを認識し、生物多様性の保全を目指します。 

公園や街路樹などを適切に維持・管理することで、生活

に潤いを与え、多様な生物の生息環境でもある市街地の

緑化や質の高い景観形成を目指します。また、20 世紀

遺産である酒造施設群を本市の文化とし、これらを守る

ため、地下水や農業も含めた保全を目指します。 

本市は多くの水系の源流である「水がうまれるまち」で

あることを認識し、下流域に対する影響に十分配慮し、

着実な生活排水対策を推進します。また、川やため池、

海などの豊かな自然環境の保全を考える場となる水辺

空間の創出を目指します。 

日常生活や事業活動から、空気を汚さない取組みや騒音

を発生させない取組みにより環境の保全を目指します。 

また、無駄な照明を減らし、光害の抑制を目指します。 

新：新規項目 拡：拡充項目 

１ 豊かな自然環境の保全と活用 

２ 緑あふれる美しい町並みの創出 

３ 水・水辺環境の保全・向上 

４ 良好な大気環境等の保全 

（１）人と関わりが深い自然環境の保全 

（２）自然のふれあいの推進 

（３）生物多様性の保全 

（１）市街地の緑の保全と整備・創出 

（２）歴史･文化的資源と歴史的町並み 

の保全・活用 

（１）健全な水質と水環境の確保 

（２）水辺環境の保全とふれあいの創出 

（１）きれいな空気や静かな環境等の保全 

（２）光環境の保全 新 

■市の取組み自己評価結果 

■取組みの柱 
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取組みの柱 1 豊かな自然環境の保全と活用 

１-１(１) 人との関わりが深い自然環境の保全 

【農林水産課】 

活動指標：地力増進支援事業によるたい肥投入面積（自己評価 Ａ） 

[自己評価理由] 計画に定めた目標を達成した。今後も継続的に広

報周知等を行い、事業を推進する。 
 

 

地力増進のために、たい肥の活用を図り、耕畜連携を推進した。 

みどりの食料戦略推進のために、たい肥投入による地力増進をよ

り一層推進する。 

 

取組みの柱 2 緑あふれる美しい町並みの創出 

１-２(１) 市街地の緑の保全と整備・創出 

【都市整備課】 

活動指標：一人当たりの都市公園面積 （自己評価 Ｂ） 

[自己評価理由] 概ね予定通り進んでいる。 
 

 

公園数は 12公園増加し、都市公園面積は 1.26ha 増加した。 

民間開発に伴う公園が増加する中で、公園の配置バランスや維

持管理費の増などが課題となっている。 

 

取組みの柱 3 水・水辺環境の保全・向上 

１-３(１) 健全な水質と水循環の確保 

【環境先進都市推進課】 

活動指標：河川・海域の類型指定水域における BOD・COD の環境

基準達成率 （自己評価 Ｂ） 

[自己評価理由] 現状維持である。引き続き、目標達成に向けて取

り組む。 
 

 

・河川や海域における水質調査測定を市内 32 地点において委託

業務にて実施。 

・小型浄化槽設置整備事業において、汲取り式便所及び単独浄化

槽から合併浄化槽への転換に対し補助金を交付した。 

 

取組みの柱 4 良好な大気環境等の保全 

１-４(２) 光環境の保全 

【環境先進都市推進課】 

活動指標：憩いの森公園上空における夜空の明るさ（自己評価 Ａ） 

[自己評価理由] 目標を達成した。 
環境省が示す夜空の明るさ調査に従い、７月と１月にデジタルカ
メラで憩いの森公園上空における夜空を撮影した。 

 

■令和 5 年度の主な市の取組み 
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望ましい環境１「豊かな自然環境と共生した快適に暮らせるまち」に関する評価 

取組みの柱 
取組みの 

展開 
評価項目 現況 目標 達成状況 

１ 

豊かな自然

環境の保全

と活用 

（１） 

人との関わ

りが深い 

自然環境 

の保全 

多面的機能の発揮に寄与

する森林整備面積 

290ha/年 

(令和 2 年度） 

308 ha/年 

(令和13年度） 

176ha／年 

(令和 5 年度） 

木の駅事業※1 での受け入

れ量 

132t/年 

(令和 2 年度） 

200t/年 

(令和13年度） 

220t/年 

(令和 5 年度） 

地力増進支援事業※2 によ

るたい肥投入面積 

1,617,913

㎡／年 

(令和 3 年度） 

現状維持 

(令和13年度） 

1,607,693

㎡/年 

(令和 5 年度） 

（２） 

自然との 

ふれあいの

推進 

自然公園の利用者数 
102,900 人 

(令和 2 年度） 

120,000 人 

(令和13年度） 

104,185 人 

(令和 5 年度） 

（３） 

生物多様性

の保全 

動植物調査で確認された

種数（ただし、外来生物は

除く。) 

動物(鳥)：167種 現状値より 

増加 

(令和13年度） 

動物(鳥)：167種  

植物：127 種 植物：127種 

(令和 2 年度） (令和 5 年度） 

希少野生動植物の指定 
0 種 

(令和 3 年度） 

現状値より 

増加 

(令和13年度） 

0 種 

(令和 5 年度） 

豊栄町清武周辺のオオ

サンショウウオ個体数 

23 個体 

(令和 3 年度） 

現状値の維持 

(令和13年度） 

21 個体 

(令和 5 年度） 

２ 

緑あふれる

美しい町並

みの創出 

（１） 

市街地の 

緑の保全と

整備・創出 

一人当たりの都市公園

面積 

約 6.4 ㎡/人 

(令和 2 年度） 

約 6.5 ㎡/人

(令和13年度） 

約 6.47 ㎡/人 

(令和 5 年度） 

（２） 

歴史・文化的

資源と歴史

的な町並み

の保全・活用 

なし — — — 

３ 

水・水辺環境

の保全・向上 

（１） 

健全な水質

と水循環の

確保 

河川・海域の類型指定水域

におけるBOD・CODの

環境基準達成率 

65.6％ 

(令和 2 年度） 

78.1％ 

(令和13年度） 

68.8％ 

(令和 5 年度） 

汚水処理人口普及率 
87.1％ 

(令和 2 年度） 

97.3％ 

(令和13年度） 

88.9％ 

(令和 5 年度） 

■数値目標に対する評価報告 
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取組みの柱 
取組みの 

展開 
評価項目 現況 目標 達成状況 

３ 

水・水辺環境

の保全・向上 

（２） 

水辺環境の

保全とふれ

あいの創出 

なし — — — 

 

４ 

良好な大気

環境等の保

全 

（１） 

きれいな 

空気や静か

な環境等の

保全 

大気汚染に係る環境基準

項目のうち※3
、二酸化硫

黄・二酸化窒素・浮遊粒子

状物質の適合率 

100％ 

(令和 2 年度） 

現状維持 

(令和13年度） 

100％ 

(令和 5 年度） 

環境騒音に係る環境基準

適合率 

97.0％ 

(令和 2 年度） 

現状維持 

(令和13年度） 

96.5％ 

(令和 5 年度） 

（２） 

光環境の 

保全 

憩いの森公園上空におけ

る夜空の明るさ※4
 

19.03 等級 

(令和 3 年度） 

現状維持 

(令和13年度） 

19.10 等級 

(令和 5 年度） 

※1 木の駅事業：市民が伐採した木を買い取ることで森林整備を促進する事業。 

※2 地力増進支援事業：地力（作物を生育させる力）の増進を図るため、農地へたい肥を投入す

る経費の一部を助成する事業。 

※3 光化学オキシダントについては本市だけでは解決できない問題を含んでいるため目標には

含めない。 

※4 夜空の明るさは、天頂付近の天空の写真上で星が存在しない背景の明るさを示したもので、 

値が大きいほど夜空が暗い（星が見えやすい）ことを示す。
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望ましい環境像２ 身近な取組みから地球環境保全に貢献するまち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

〔市の取組み自己評価結果〕 

 活動指標数 A B C D 

２－１－（１） 1  1   

２－１－（２） 1 1    

２－１－（３） 4 2 1 1  

２－１－（４） 0 — — — — 

２－２－（１） 2 1 1   

２－２－（２） 2 1  1  

２－３－（１） 0 — — — — 

 

新：新規項目 拡：拡充項目 

１ 脱炭素社会の形成（気候変動対策） 

２ 資源循環型社会の形成 

３ 広域的・国際的取組みの展開 

新 

拡 

省エネ機器や再生可能エネルギー機器の導入や、エネル

ギーマネージメントシステムの浸透を図り、スマートシ

ティー化を目指します。石油系プラスチックからバイオ

マスプラスチックへの代替を促し、二酸化炭素吸収源と

して森林や藻場の保全を目指します。また、気候変動に

備え、健康被害や災害の予防に努めます。 

（１）省エネルギーの推進 

（２）再生可能エネルギーの導入促進 

（３）カーボンサイクルの推進 

（４）気候変動を見据えた適応策の推進 

３Ｒを基本とした資源循環型のライフスタイルや流通

形態の定着を目指します。そして、多くの市民が環境美

化活動に参加することで、ごみのポイ捨てや不法投棄し

にくい環境づくりを目指します。 

（１）廃棄物の排出抑制と循環的利用の促進 

（２）不法投棄防止対策の推進 

循環型社会の形成や脱炭素社会の実現等に向け、地域や

業種の枠組みを超えた連携・協働により、効果的な取組

みの展開を図ります。 

（１）地域を越えた連携と国際的な協力の推進 

■取組みの柱 
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取組みの柱 1 脱炭素社会の形成（気候変動対策） 

２-１(２) 再生可能エネルギーの導入促進 

【環境先進都市推進課】 

活動指標：再生可能エネルギー導入容量 （自己評価 Ａ） 

[自己評価理由]  予定通りに事業進捗している。 
 

・東西条小学校の校舎屋上に 10kwの太陽光発電システムを導入 

今後、増築校舎屋上には太陽光発電システムの導入を検討する。 

・平岩・郷田・高屋東地域センターに太陽光発電設備設置。 

・スマートハウス化支援補助金の交付（R5実績 156 件） 

 

 

取組みの柱 1 脱炭素社会の形成（気候変動対策） 

２-１(４) 気候変動を見据えた適応策の推進 

【技術企画課ほか】 

気候変動を見据えた適応策の推進 ※活動指標なし 

 

・流域治水対策として、河川整備工事、河川測量設計業務の実施、廃止ため池の雨水貯留施

設への転換に係る工事及び測量設計業務の実施。 
・流域全体での治水対策に向けて、行政だけでなく、ため池管理者や開発業者など、あらゆ
る関係者が協働して取り組む必要があり、今後、取組みの体制づくりが必須である。 

・本庁舎での雨水利用。災害時はろ過装置を使用し飲料水として利用可能である。 

 

取組みの柱 2 資源循環型社会の形成 

２-２(１) 廃棄物の排出抑制と資源循環的利用の促進 

【廃棄物対策課】 

活動指標：市民一人 1日あたりのごみ排出量 （自己評価 Ｂ） 

[自己評価理由]  ごみ搬出量は、減少傾向にはあるが、さらなる減量化への取組みが必要

である。 
 

・循環型社会の構築を目的として、マンガを活用した分かりやすい啓発活動や、生ごみ処理容器等の購入費補

助、生ごみ処理機の貸出、生ごみ処理容器（キエーロ）利用講習会によるごみ減量化、スーパーなどの食料

品等小売店舗が行う生ごみのたい肥化支援や広島中央エコパークの運用開始による資源化の推進などによ

り、市民一人1日当たりのごみ排出量を削減、資源化率の向上を達成することができた。 

・選挙時に使用するポスター掲示板５１２枚を選挙終了後に回収し、リサイクル処理を行った。 

・家庭系の燃やせるごみについて、排出量に占める生ごみの割合が高いことから、生ごみ処理容器の普及推進

を強化していく。事業系可燃ごみについても、紙ごみの資源化に対する助成金などの施策を展開していくこ

とにより、資源化・減量化を展開していく。 

 

取組みの柱 3 広域的・国際的取組みの展開 

２-３(１) 地域を越えた連携と国際的な協力の推進 

【市民生活課】 

地域を越えた連携と国際的な協力の推進 ※活動指標なし 

 

・開発途上国の都市環境問題解決に向けた JICA 研修「排水処理技術」コースに対する講義
の協力。 

■令和 5 年度の主な市の取組み 
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望ましい環境２「身近な取組みから地球環境保全に貢献するまち」に関する評価 

取組みの柱 
取組みの展

開 
評価項目 現況 目標 達成状況 

１ 

脱炭素社会

の形成（気候

変動対策） 

（１） 

省エネルギー

対策の推進 

市域の温室効果ガス排出量 

（※温暖化対策実行計画の改

訂により、算定方法見直し） 

2,258 千 t-CO₂→

1,489 千 t-CO2 

(平成 25 年度） 

46％以上削減 

今後精査を要する 
1,278 千

t-CO2 

（令和3年度） (令和12年度） 

（２） 

再生可能 

エネルギー 

の導入促進 

再生可能エネルギー導入

容量 

22.1 万 kW 

(令和元年度） 

26.5 万 kW※1 
27.6 万 kW 

(令和5年度） (令和 8 年度） 

（３） 

カーボン 

サイクルの

推進 

三津湾の藻場面積 
941ha  

(平成 28 年度） 

現状維持 

(令和13年度） 

調査結果無 

(令和5年度） 

（再掲）多面的機能の発揮

に寄与する森林整備面積 

290ha/年 

(令和 2 年度） 

308 ha/年 

(令和13年度） 

176ha／年 

(令和5年度） 

（再掲）木の駅事業での 

受け入れ量 

132t/年 

(令和 2 年度） 

200t/年 

(令和13年度） 

220t/年 

(令和5年度） 

（再掲）地力増進支援事業

によるたい肥投入面積 

1,617,913

㎡／年 

(令和 3 年度） 

現状維持 

(令和13年度） 

1,607,693

㎡/年 

(令和5年度） 

（４） 

気候変動を

見据えた 

適応策の 

推進 

なし — — — 

２ 

資源循環型

社会の形成 

（１） 

廃棄物の排

出抑制と資

源の循環的

利用の促進 

市民一人1日あたりの 

ごみ排出量 

947g 

(令和 2 年度） 

850g 以下 

900g 

(令和5年度） 
(令和 6 年度） 

以降、現状維持 

資源化率 
10％ 

(令和 2 年度） 

22.2％以上 

(令和 8 年度） 

22.2％ 

(令和5年度） 

２ 

資源循環型

社会の形成 

（２） 

不法投棄 

防止対策の

推進 

地域清掃の支援を行った

回数 

383 回 

(令和 2 年度） 

500 回 

(令和13年度） 

388 回 

(令和5年度） 

不法投棄されたごみの量 
100t 

(令和 2 年度） 

70t 

(令和13年度） 

73t 

(令和5年度） 

■数値目標に対する評価報告 
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３ 

広域的・国際

的取組みの

展開 

（１） 

地域を越え

た連携と国

際的な協力

の推進 

なし — — — 

※1 東広島市環境先進都市ビジョン第 2 期行動計画における目標
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望ましい環境像３ 環境を守り・伝える心と活動を育むまち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔市の取組み自己評価結果〕 

 活動指標数 A B C D 

３－１－（１） 4  3 1  

３－２－（１） 2 2  1  

３－３－（１） 0 — — — — 

新：新規項目 拡：拡充項目 

１ 環境教育・環境学習の推進 

２ 環境情報の充実 

３ 市民・事業者等の環境保全活動

の促進 

ＩＣＴを活用し、体験型、講義参加型の学習にとどまら

ずウェブを通じた学習環境の整備を目指します。また、

環境教育・環境学習を支え、地域の環境保全活動のリー

ダーとなる人材の育成を目指します。 

（１）学校・家庭・地域などでの環境教育・ 

環境学習の推進 

環境保全活動等の参考となる各種環境情報を収集し、こ

どもから大人まで誰もが情報を共有できる社会を目指

します。 

（１）利用しやすい環境情報の整備と発信 

気軽に楽しく、継続的に環境保全活動に参加できるような

仕組みやプログラムの充実を目指します。また、環境保全

活動の立ち上げや、活動への支援の充実を目指します。 

（１）環境保全活動への参加促進と取組み 

の支援 
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取組みの柱 1 環境教育・環境学習の推進 

３-１(１) 学校・家庭・地域などでの環境教育・環境学習の推進 

【環境先進都市推進課】 

活動指標：環境学習に関するウェブコンテンツ数 （自己評価 Ⅽ） 

[自己評価理由] 動画コンテンツを登録したが、新規作成には時間等の負担が大きく、テキ

ストコンテンツの充実について検討を行う。 
 

・水環境関連の動画コンテンツを、オープンデータサイトに登録した。 
 

 

取組みの柱 2 環境情報の充実 

３-２(１) 利用しやすい環境情報の整備と発信 

【環境先進都市推進課】 

活動指標：環境に関するオープンデータ登録データ数 （自己評価 Ａ） 

[自己評価理由]  予定通りに事業進捗している。 
 

・オープンデータについて、過去の環境測定データや環境白書、環境事例集等、61 件のデ

ータを追加登録した。 

・ウェブ版環境学習センターの令和 6 年度中開設に向けて、協議を進めている。 

・オンデマンド型環境コンテンツに関しては、現場のニーズについてヒアリング調査を実施

中である。 

・ウェブ版環境学習センターの令和 6 年度中開設に向けて、協議を進めている。 

 

取組みの柱 3 市民・事業者等の環境保全活動の促進 

３-３(１) 環境保全活動への参加促進と取組みの支援 

【環境先進都市推進課】 

環境保全活動への参加促進と取組みの支援 ※活動指標なし 

 

・エコネットひがしひろしまとの連携を通じ、イベントや交流会を実施し環境保全活動団体
や個人間の交流促進を行った。 

 

■令和 5 年度の主な市の取組み 
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望ましい環境像３ 「環境を守り・伝える心と活動を育むまち」に関する評価 

取組みの柱 
取り組みの

展開 
評価項目 現況 目標 達成状況 

１ 

環境教育・

環境学習の

推進 

（１） 

学校・家庭

・地域など

での環境 

教育・環境

学習の推進 

環境学習の授業時間数 
148 時間 

(令和 2 年度） 

246 時間 

(令和 13 年度） 

160 時間 

(令和5年度） 

環境に関する出前講座の

実施回数 

13 回 

(令和 2 年度） 

50 回 

(令和 13 年度） 

37 回 

(令和5年度） 

環境学習に関するウェブ

コンテンツ数 

1 

(令和 2 年度） 

60 

(令和 13 年度） 

3 

(令和5年度） 

環境又はSDGsに係る研

究授業及び校内研修を実

施した学校数 

小学校 4 校 

中学校 2 校 

小学校 全校 

中学校 全校 

小学校 23 校 

中学校 5 校 

(令和 3 年度） (令和 13 年度） (令和5年度） 

環境情報の

充実 

（２） 

利用しやす

い環境情報

の整備と 

発信 

環境に関するオープンデ

ータ登録データ数  

4 

(令和 3 年度） 

300 

(令和 13 年度） 

169 

(令和5年度） 

オンデマンド※1 型環境教

育コンテンツ数 

0 

(令和 3 年度） 

10 

(令和 13 年度） 

3 

(令和5年度） 

市民・事業

者等の環境

保全活動の

促進 

（３） 

環境保全 

活動への 

参加促進と

取組みの 

支援 

なし — — — 

※1 利用者の要求に応じてサービスを提供することを指す。例えばウェブ上でテキストや講義

の動画を配信することなどがこれにあたる。 

■数値目標に対する評価報告 
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市の取組みに対する総評と課題 

 

 第２次環境基本計画において取組みの展開の新規項目である、光環境の保全、カーボンサ

イクルの推進があり、拡充項目として、省エネルギーの推進、再生可能エネルギーの導入促

進、気候変動を見据えた適応策の推進がある。それぞれに設定された目標の達成に向けて、

市の取組みを進めており「再生可能エネルギーの導入促進」など予定通り実施できた（自己

評価Ａ）項目もあるが、「環境学習に関するウェブコンテンツ数」（自己評価Ｃ）など予定通

りに進んでいない項目もあり、課題を分析し取組みを進めていく必要がある。また、気候変

動を見据えた適応策の推進などのように具体的な数値目標は設定していない取組みの展開

についても様々な取組みが行われ、その課題や方向性について整理を行っている。 

今後、得られた課題や方向性を整理しながら次年度の取組みに活かし、第２次環境基本計

画における「望ましい環境像」の実現に向け、市における取組みを推進していく必要がある。 

 

 

 


